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（
１
８
３
８
）
年
創
立
の
順
天
堂

大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院
や

県
内
で
も
神
戸
大
学
医
学
部
附
属

病
院
（
前
身
は
１
８
６
９
年
開
設

の
神
戸
病
院
）、
公
立
豊
岡
病
院

（
１
８
７
１
年
）
な
ど
１
５
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
病
院
に
は
遠

く
及
ば
な
い
▼
し
か
し
１
９
２
４

年
市
立
神
戸
診
療
所
と
し
て
長
田

区
に
開
設
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
内

科
、
外
科
、
産
婦
人
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
と
と
も
に
歯
科
が
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
驚
き
に
値
す
る
。

全
国
で
も
数
校
の
大
学
病
院
を
除

け
ば
百
年
を
超
え
る
病
院
歯
科
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
。

53
年
に
中
央
区
布
引
の
地
に
移
転

し
た
が
、
長
田
区
に
分
院
が
残

り
、
後
に
市
立
西
市
民
病
院
と
し

て
発
展
す
る
。
こ
の
病
院
の
歯
科

も
ま
た
古
い
歴
史
を
持
つ
の
で
あ

る
▼
本
院
で
あ
る
中
央
市
民
病
院

は
、
81
年
に
は
市
街
地
南
部
の
埋

め
立
て
地
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

居
を
移
し
、
２
０
１
１
年
に
は
さ

ら
に
南
の
地
に
新
築
移
転
し
た
。

戦
災
、
震
災
と
２
度
の
大
き
な
災

害
や
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
を
経
験
し
た
神
戸
に
あ
っ
て

こ
れ
ら
市
民
病
院
は
大
き
く
傷
つ

き
な
が
ら
も
市
民
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
し
か
し
市
の
「
救
急
医
療

の
最
後
の
砦
」
と
称
さ
れ
る
一
方

で
地
方
独
立
行
政
法
人
と
な
り
医

療
産
業
都
市
の
先
兵
と
し
て
先
端

医
療
に
突
き
進
む
姿
を
併
せ
持

つ
。
百
年
の
歴
史
を
持
つ
巨
大
な

市
民
病
院
は
、
市
街
地
か
ら
の
距

離
以
上
に
市
民
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
く
よ
う
に
見
え
る
。
震
災
か
ら

30
年
を
迎
え
た
今
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
舞
う
神
戸
市
内
を
奔
走
し
た
日

々
を
思
い
だ
し
な
が
ら
Ｏ
Ｂ
の
一

人
と
し
て
憂
う
日
々
で
あ
る
（
九
）

　

昨
年
、
神
戸
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院
が
百
周
年

を
迎
え
た
。
全
国
で

最
も
古
い
天
保
９

２０２５年(令和７年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０９２号（１）
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「
保
険
証
残
し
て
」の
声 

多
数

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
審査対策部だより「高血圧治療での
薬剤併用に関する算定の留意点」 ２面

４面研
面
究 診内研より
「皮疹が出る感染症とその周辺」

阪神・淡路大震災30年メモリアル企画詳報 ３面

クイズで考えるクイズで考える
日本の医療2024日本の医療2024

「マイナンバーカードを持っていないと「マイナンバーカードを持っていないと
医療機関を受診できなくなるって本当？」医療機関を受診できなくなるって本当？」

緊
急
要
請
に
参
加
し
た
（
右
か
ら
）

西
山
理
事
長
、
水
間
国
際
部
長
、
エ

ド
ワ
ー
ド
須
本
氏
、
半
田
理
事　
　

　

こ
の
企
画
は
、
①
24
年
12
月
以

降
も
保
険
証
は
使
用
可
能
で
、
マ

イ
ナ
保
険
証
が
な
い
人
に
は
代
わ

り
と
な
る
「
資
格
確
認
書
」
が
送

ら
れ
て
く
る
こ
と
、
②
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
偽
造
被
害
が
起
き

て
い
る
こ
と
、
③
マ
イ
ナ
保
険
証

を
作
成
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
険
証
利
用
の
登
録
を
行
う
）

し
て
も
解
除
可
能
で
あ
る
こ
と

を
、
〇
×
式
の
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
、
知
ら
せ
る
も
の
。
正
解
者

か
ら
２
０
０
人
に
兵
庫
県
の
グ
ル

メ
商
品
が
当
た
る
。
会
員
医
療
機

関
で
患
者
さ
ん
に
配
布
し
、
締
め

切
り
ま
で
に
計
４
５
２
５
通
（
ハ

ガ
キ
４
３
４
６
通
、
オ
ン
ラ
イ
ン

１
７
９
通
）
の
応
募
が
あ
っ
た
。

当
選
者
２
０
０
人
を
抽
選　

応
募
４
千
５
０
０
通

当
選
者
２
０
０
人
を
抽
選　

応
募
４
千
５
０
０
通

　

応
募
用
紙
の
意
見
欄
に
は
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
し
か
使

え
な
く
な
る
と
思
い
こ
ん
で
い

た
」「
保
険
証
残
し
て
ほ
し
い
」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う

の
に
、
慣
れ
な
い
た
め
、
毎
回
、

苦
痛
で
あ
る
」
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
受
診
で

き
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
声

や
、
保
険
証
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
多
数
書
き
込
ま
れ
て

•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
し
か
使

え
な
く
な
る
と
思
い
込
ん
で
い
た

の
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

•
ク
イ
ズ
で
12
月
か
ら
変
わ
っ
た

保
険
証
の
重
要
事
項
を
再
確
認
で

き
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

•
誤
登
録
や
情
報
漏
え
い
の
観
点

か
ら
拙
速
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
一
本
化
に
は
反
対
で
す
。
シ

ス
テ
ム
が
安
定
す
る
ま
で
は
現
行

の
健
康
保
険
証
の
併
用
期
間
を
延

ば
し
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

•
マ
イ
ナ
保
険
証
を
便
利
だ
と
思

っ
た
こ
と
が
な
い
。
薬
局
で
は
機

械
が
反
応
し
な
く
な
っ
た
と
か
病

院
で
も
高
齢
者
が
カ
ー
ド
が
認
識

さ
れ
な
い
で
戸
惑
っ
て
い
て
列
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
か
不
便
し

か
な
い
。
こ
の
制
度
は
も
う
一
度

考
え
直
し
て
欲
し
い
。
ど
う
か
こ

れ
か
ら
も
保
険
医
協
会
の
方
頑
張

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

•
息
子
と
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。

社
会
科
が
好
き
な
よ
う
で
、
世
の

中
の
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ

て
き
て
い
た
の
で
勉
強
に
ち
ょ
う

ど
良
か
っ
た
で
す
。

•
資
格
確
認
証
を
出
す
の
な
ら
、

保
険
証
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。

い
る
。

　

１
月
22
日
の
政
策
・
運
動
・
広

報
委
員
会
で
、
担
当
役
員
が
当
選

者
２
０
０
人
を
厳
正
に
抽
選
。
当

選
者
に
は
、
２
月
は
じ
め
に
お
知

ら
せ
し
、
追
っ
て
景
品
を
送
付
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
２

０
０
５
年
開
始
以
来
、
毎
回
好
評

を
博
し
て
い
る
。

１
月
22
日
の
政
策
・
運
動
・
広
報
委
員
会
で
協
会
役
員
が

当
選
者
の
抽
選
を
行
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ク
イ
ズ
を
通
じ
て
、
昨
年
12
月
の
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
以
降

に
も
現
在
の
保
険
証
が
使
え
る
こ
と
や
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
解
除
が

で
き
る
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
と
、
協
会
が
昨
年
10
月
か
ら
12
月
末
ま

で
実
施
し
た
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の

医
療
２
０
２
４
」。
会
員
医
療
機
関
を
通
じ
、
約
４
５
０
０
通
の
応

募
が
あ
り
、
応
募
用
紙
の
「
ご
意
見
」
欄
に
は
、
保
険
証
が
ま
だ
使

え
る
と
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
声
や
保
険
証
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い

う
切
実
な
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

〈
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
〉

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
し
か
使
え
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
」

大
好
評
！
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「マイナ保険証
　つくらないとダメ？」

マイナ保険証作成は任意で登録解除
もできることや、今の保険証がいつ
まで使えるかなどを分かりやすく示
したリーフレットです。
ご注文は、☎078－393－1807まで

　

昨
年
末
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
の
病
院
を

標
的
と
し
た
攻
撃
が
相
次
ぎ
、
フ

ッ
サ
ム
・
ア
ブ
・
サ
フ
ィ
ア
院
長

ら
医
療
従
事
者
が
拘
束
さ
れ
、
世

界
中
で
解
放
を
求
め
る
抗
議
行
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

協
会
国
際
部
は
神
戸
な
ど
で
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
わ
る
エ
ド
ワ

ー
ド
須
本
氏
と
協
力
し
、
日
本
で

の
抗
議
行
動
を
１
月
23
日
に
緊
急

実
施
。
協
会
会
議
室
を
現
地
会
場

と
し
、
世
界
２
０
０
カ
所
以
上
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
が
あ
り
、
新

宿
駅
前
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
西
山
裕
康

理
事
長
、
水
間
美
宏
国
際
部
長

（
理
事
）、
半
田
伸
夫
理
事
が
現

地
参
加
し
た
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

役
員
・
会
員
が
多
数
参
加
し
た
。

　

北
海
道
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
奉
仕

団
の
猫
塚
義
夫
先
生
は
、
パ
レ
ス

チ
ナ
で
の
医
療
支
援
活
動
を
継
続

し
て
い
る
が
、
昨
年
末
に
は
イ
ス

ラ
エ
ル
が
入
国
を
許
可
せ
ず
、
支

援
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
訴
え

た
。
ま
た
、
と
も
に
医
療
支
援
を

行
っ
た
現
地
医
師
が
、
病
院
地
下

に
軍
事
施
設
が
あ
る
と
疑
惑
を
か

け
ら
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
拷
問

さ
れ
亡
く
な
る
な
ど
、
残
虐
行
為

が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
、
日
本
か

ら
も
平
和
を
求
め
る
声
を
発
信
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

　

国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事

業
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）
保
健
局

長
の
清
田
明
宏
先
生
は
、
ヨ
ル
ダ

ン
川
西
岸
に
向
か
う
車
内
か
ら
発

言
。
ガ
ザ
で
は
一
時
停
戦
に
な
っ

た
も
の
の
西
岸
地
域
へ
の
攻
撃
は

継
続
さ
れ
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、

停
戦
は
「
新
た
な
試
練
」
の
始
ま

り
で
楽
観
で
き
な
い
と
し
た
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
療
や
教
育
分

野
で
重
要
な
役
割
を
担
う
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
の
活
動
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

り
禁
止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
な

か
、
国
連
の
正
式
な
機
関
と
し
て

今
後
も
活
動
し
て
い
く
決
意
を
表

明
。「
パ
レ
ス
チ
ナ
を
見
捨
て
な

い
」
と
、
日
本
か
ら
世
界
に
発
信

し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　

拘
束
さ
れ
た
医
療
従
事
者
ら
の

速
や
か
な
解
放
な
ど
を
求
め
る
要

請
文
が
共
有
さ
れ
、
各
地
の
視
聴

会
場
と
つ
な
ぎ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
解

放
を
求
め
る
コ
ー
ル
を
行
っ
た
。

国際部がパレスチナ・ガザ医師らの解放求め緊急要請

停戦は「新たな試練」
日本からも平和求める発信を

（左）ガザ西岸で移動中の車内から現地の様子を発信した清田医師
（右）視聴会場の一つである京都大学にはパレスチナ人教員を含め
多数が集まった
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「保険でより良い歯科医療を求める」「保険でより良い歯科医療を求める」
署名にご協力を！署名にご協力を！ 医科会員に署名用紙を今号同封

　

協
会
は
兵
庫
県
原
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
（
兵
庫
被
団
協
）
の
要

請
を
受
け
、「
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
る
署
名
」
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
１
月
22
日
、
50
カ

国
の
批
准
に
よ
り
核
兵
器
禁
止
条

約
が
発
効
し
、
核
兵
器
の
使
用
は

も
ち
ろ
ん
、
開
発
な
ど
も
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
国
々
が
被
爆

者
の
声
に
耳
を
傾
け
、「
核
兵
器

に
よ
る
安
全
」
で
は
な
く
、「
核

兵
器
の
な
い
世
界
に
よ
る
安
全
」

を
選
択
し
よ
う
と
、
94
カ
国
・
地

域
が
署
名
、
73
カ
国
・
地
域
が
条

約
に
批
准
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
委
員
の
田
中
熙
巳
さ
ん
は
、

授
賞
式
で
「
核
兵
器
は
一
発
た
り

と
も
持
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
強

く
訴
え
る
と
と
も
に
、「
10
年
先

に
は
被
爆
体
験
を
証
言
で
き
る
の

は
数
人
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
語
り
、
日
本
政
府
に
条
約
へ
の

署
名
・
批
准
を
強
く
求
め
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
廃

絶
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
条
約
に
背
を
向

け
続
け
て
い
ま
す
。
国
内
の
世
論

調
査
で
は
、
条
約
に
参
加
す
べ
き

と
の
声
は
７
割
を
超
え
て
お
り
、

日
本
政
府
は
被
爆
者
と
国
民
の
声

に
誠
実
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

　

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
医
師
・

歯
科
医
師
の
団
体
と
し
て
、
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め

に
、
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
署
名
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
今

号
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
先
生
ご

自
身
お
よ
び
ご
家
族
・
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
ご
署
名
い
た
だ
き
、

ご
返
送
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ

せ
・
追
加
注
文
は
、
☎
078
―
393
―

１
８
０
７
ま
で

◇
出
席　

17
人

◇
情
勢　

25
年
度
予
算
案
で
一
般

会
計
歳
出
は
過
去
最
大
の
１
１
５

兆
５
４
１
５
億
円
に
。
社
会
保
障

費
は
38
兆
２
７
７
８
億
円
で
、
自

然
増
分
６
５
０
０
億
円
の
う
ち
１

３
０
０
億
円
を
制
度
改
革
な
ど
で

圧
縮
。
薬
価
引
き
下
げ
や
高
額
療

養
費
制
度
の
見
直
し
の
一
方
、
防

衛
費
は
８
兆
６
６
９
１
億
円
に
達

し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
や
衛
星
シ

ス
テ
ム
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◇
医
療
運
動　

①
「
オ
ン
資
義
務

不
存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
の
東

京
高
裁
控
訴
へ
の
協
力
、
②
通
常

国
会
に
お
け
る
中
央
要
請
行
動
の

日
程
等
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

「
第
37
回
地
域
医

療
を
考
え
る
懇
談
会
」（
３
／

23
、
テ
ー
マ
：
但
馬
地
域
に
お
け

る
医
療
提
供
体
制
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
）
を
開
催
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
震
災
復
興
長
田

の
会
「
長
田
メ
モ
リ
ア
ル
の
つ
ど

い
」（
１
／
17
、
会
場
：
長
田
区

文
化
セ
ン
タ
ー
）、
②
復
興
県
民

会
議
「
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」（
１

／
17
、
会
場
：
ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
、

記
念
講
演
講
師
：
室
崎
益
輝
神
戸

大
学
名
誉
教
授
、
井
上
英
夫
金
沢

大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
参
加
が
呼
び
か

け
ら
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

「
戦
雲
―
い
く
さ
ふ
む
―
」
上

映
＆
三
上
智
恵
監
督
ト
ー
ク
企
画

（
２
／
９
）
開
催
予
定
の
報
告
が

さ
れ
た
。

◇
組
織
部　

歯
科
開
業
医
会
員
年

間
増
加
数
が
全
国
３
位
と
な
り
、

保
団
連
代
議
員
会
で
表
彰
さ
れ
る

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
１
月
11
日　

理
事
会
よ
り
）

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・「日本政府に核兵器禁止条約の署名・
批准を求める署名」にご協力ください批准を求める署名」にご協力ください高血圧治療での薬剤併用に関する算定の留意点

医科保険請求、返戻・減点のご相談、個別指導に関するご相談は、
 ☎078－393－1803（平日10時～12時、14時～16時）まで

　高血圧症の患者に対し、ACE阻害薬およびARBを算定したレセプトについ
て、一方の薬剤が減点される事例が協会に寄せられている。
　高血圧治療における薬剤選択について、現在、ガイドラインで併用が推奨
されている組み合わせは、「①ACE阻害薬あるいはARB＋Ca拮抗薬、②ACE
阻害薬あるいはARB＋利尿薬、③Ca拮抗薬＋利尿薬」（日本高血圧学会『高
血圧治療ガイドライン2019』P79）の３点とされている。いずれも「ACE阻
害薬あるいはARB」と他の薬剤との併用である。
　また、ACE阻害薬とARBの併用については、「透析導入、クレアチニン値
の倍増、死亡率増加がみられるという報告もあり、一般的にこの組合わせの
併用は推奨されない。併用する場合には少量の併用から開始し、注意深い観
察が必要である」（同前P80）とされ、推奨されていない。
　そのため、レセプトの審査ではACE阻害薬とARBの併用は認められず、減
点されているものと考えられる。ガイドラインを踏まえた診療に留意いただ
きたい。
　なお、ACE阻害薬には慢性心不全にも適応がある薬剤がある。高血圧症に
対しARBを、慢性心不全に対しACE阻害薬を用いる場合には、それぞれの適
応症に対し処方していることを摘要欄に記載して保険請求いただきたい。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　 ３月１日（土）、３月２日（日）13時～16時のうち１時間
会　場　協会会議室
費　用　 相談料（相談のみの方）   １万円 

申告書自己提出の方   ２万円 
措置法26条による申告書作成  ３万円～ 
青色申告等実額による申告書作成 ５万円～

※ ２月25日（火）までに要事前予約。先着順に受付

確定申告個別相談会確定申告個別相談会
確定申告直前の最終確認、総仕上げに！

兵庫県保険医協会　反核・平和運動部　部長　　近重　民雄
核戦争を防止する兵庫県医師の会　代表　　郷地　秀夫

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

江
原　

成
禎
先
生

長
田
区　

内
科

24
年
９
月
10
日　

享
年
86
歳

河
野　

琢
哉
先
生

姫
路
市　

眼
科

１
月
14
日 

享
年
61
歳

坂
井　

孝
至
先
生

三
田
市　

産
・
婦
人
科

１
月
３
日 

享
年
83
歳

鈴
木　

誠
也
先
生

姫
路
市　

歯
科

１
月
16
日 

享
年
65
歳

外
山　

徹
先
生

西
宮
市　

歯
科

１
月
21
日 

享
年
69
歳

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Dialogue for 

People

の
海
外
取
材
報
告
「
パ
レ

ス
チ
ナ
〜
続
く
民
族
浄
化
〜
」

を
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
し

ま
し
た
。

　

想
像
以
上
に
現
地
の
状
況
は
厳

し
く
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
違
法

と
決
定
し
て
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

裁
判
所
が
正
反
対
の
判
決
を
出
す

と
、
そ
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
と
い

う
完
全
な
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
建
物
の
再
建
も
ド
ロ
ー
ン
で

監
視
さ
れ
て
お
り
、
完
成
間
近
に

な
る
と
、
入
植
者
に
よ
る
攻
撃

で
、
再
び
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
ら

し
い
で
す
。

　

数
少
な
い
地
場
産
業
だ
っ
た
オ

リ
ー
ブ
石
鹸
も
、
40
あ
っ
た
工
場

が
３
カ
所
と
な
り
、
う
ち
１
軒
だ

け
が
や
っ
と
こ
さ
稼
働
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
幹

の
安
田
菜
津
紀
さ
ん
は
、
こ
の
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ザ
ク
ロ
の
オ
イ

ル
をBuycott

す
る
こ
と
を
勧
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年

10
月
に
出
荷
し
た
商
品
も
、
い
ろ

い
ろ
な
妨
害
が
あ
る
の
か
、
い
ま

だ
日
本
の
港
に
は
到
着
し
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
人
権
と
平
和

を
尊
重
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
監
督
に
よ
っ
て
製
作
さ

れ
た
〝No Other Land

〞（
ベ

ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
最
優
秀
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
賞
と
観
客
賞
受
賞

作
品
）
が
、
日
本
で
も
上
映
さ
れ

る
予
定
な
の
で
ぜ
ひ
、
観
に
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
石
鹸
購
入
先
：
パ
レ

ス
チ
ナ
オ
リ
ー
ブhttps://www.

paleoli.org/ 

３
月
入
荷
予
定

 

（
２
０
２
５
・
１
・
８
）

追
記
：
１
月
23
日
に
、
パ
レ
ス
チ

ナ
で
人
道
支
援
医
療
活
動
を
な
さ

っ
て
い
る
清
田
明
宏
医
師
と
日
本

を
結
ん
で
開
催
さ
れ
た
「
医
療
・

介
護
従
事
者
に
よ
る
緊
急
要
請
」

の
中
で
、Dr.Prof.

ブ
ル
シ
ュ
先

生
の
４
カ
月
に
わ
た
る
獄
中
虐
殺

死
や
、
現
在
も
カ
マ
ル
ア
ド
ワ
ン

病
院
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
60
％

を
担
当
）
の
院
長
が
拘
束
さ
れ
て

い
る
事
実
を
知
り
、
一
部
の
ユ
ダ

ヤ
至
上
主
義
者
に
よ
る
逆
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
か
ら
、
人
権
・
平
和
・
平

等
・
安
定
を
一
刻
も
早
く
取
り
戻

さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
強
く
思
い

ま
す
。 

（
２
０
２
５
・
１
・
25
）

員員 稿稿
会 投

オ
リ
ー
ブ
石
鹸
の

バ
イ
コ
ッ
ト丹

波
市　

眞
田　

幸
昭

　協会歯科部会は、①窓口負担の引き下げ　②保
険適用範囲の拡大　③国の歯科予算の大幅拡大を
求める請願署名に取り組んでいます。
　すべての国民が、いつでも、どこでも、お金の
心配なく歯科治療を受けられるよう、署名へのご
協力をお願いいたします。

※医科医療機関には、今号に署名用紙と返信用封
筒を同封しています（歯科医療機関にはすでに郵
送でお届け済み）。まずは先生のご署名を！職
員、患者さんにも呼びかけてください。
※署名用紙や署名付きポケットティッシュなどグ
ッズのご注文は、☎078－393－1809まで

推　奨
非推奨

ARB ACE阻害薬

Ca拮抗薬

利尿薬

今号同封の署名用紙。ぜひご返送を！

▲署名用紙。オンライン署名
は上の二次元コードから！



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２０９２号

ポスター展示でこれまでの
取り組みなどを振り返った

（左）アスベストの今後の被害に警鐘をな
らした上田先生　　　　　　　　　　　
（右）美しい二胡の演奏を聞かせる劉揚氏

震災復興と地域活性化のために
作られた鉄人28号を見学　　　

記
念
講
演
し
た
室
崎
益
輝
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
（
上
）
と

井
上
英
夫
・
金
沢
大
学
名
誉
教
授
（
下
）　
　
　
　
　
　
　

「
原
発
震
災
」
の
危
険
性
を
語
っ
た
石
橋
氏

フ
ロ
ア
発
言
し
た
小
出
氏
・
ア
イ
リ
ー
ン
氏

　

協
会
と
西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、

１
月
18
日
に
西
宮
市
の
な
る
お
文

化
ホ
ー
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
30
年
の
集
い
」

を
開
催
し
、
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
や

全
国
各
地
の
被
災
地
か
ら
２
８
２

人
が
参
加
し
た
。

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
―
東
日

本
大
震
災
・
原
発
事
故
―
熊
本
地

震
―
能
登
半
島
地
震　

阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
30
年　

そ
し
て
こ

れ
か
ら
の
30
年
を
見
据
え
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
、「
震
災
経
験
を
語

り
継
ぐ
・
風
化
さ
せ
な
い
・
新
た

な
つ
な
が
り
を
拡
げ
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

　

西
山
裕
康
理
事
長
が
「
南
海
ト

ラ
フ
の
発
生
確
率
は
今
後
30
年
で

80
％
と
さ
れ
、
も
は
や
震
災
後
で

な
く
震
災
前
夜
だ
。
そ
の
た
め
の

対
策
が
行
政
に
は
求
め
ら
れ
る
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　

メ
イ
ン
講
演
に
立
っ
た
石
橋
克

彦
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
（
地
震

学
）
は
「『
大
地
動
乱
の
時
代
』

と
『
原
発
震
災
』」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。「
地
震
は
止
め
ら
れ
な
い

が
震
災
は
わ
れ
わ
れ
の
努
力
で
軽

等
、
30
年
の
運
動
を
振
り
返
っ

た
。

　

ま
た
、「
避
難
所
」
の
整
備
強

化
、
食
事
や
ト
イ
レ
の
改
善
、
防

災
施
策
の
充
実
こ
そ
が
政
府
の
急

務
で
あ
り
、
不
断
の
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
た
。

阪
神
の
教
訓
・
誤
り

検
証
し
継
承
を

　

記
念
講
演
は
、
室
崎
益
輝
・
神

戸
大
学
名
誉
教
授
と
井
上
英
夫
・

金
沢
大
学
名
誉
教
授
が
登
壇
。

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年　

備
え
、
伝
え
、
繋
ぐ
」
を
テ
ー
マ

に
話
し
た
室
崎
氏
は
、
震
災
30
年

目
を
迎
え
た
か
ら
こ
そ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
教
訓
や
誤
り
の
検
証

を
続
け
、
今
後
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
復
興

に
お
け
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
」
は
本
来
、
小
さ
な
集
落
で
も

自
立
で
き
る
自
立
性
を
意
味
し
て

い
た
は
ず
が
、
集
落
の
集
約
と
い

う
全
く
違
う
意
味
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
振
り
返
り
、
被
災
者
ら
の

思
い
を
く
み
上
げ
る
仕
組
み
を
先

進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
と
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
な
り
、

勇
気
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
「
人
間
復
興
」
で
あ

り
、
求
め
ら
れ
る
と
強
調
し
、
今

後
は
多
様
化
に
配
慮
し
な
が
ら
、

人
間
復
興
の
視
点
を
も
ち
、
人
間

中
心
の
防
災
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
し
た
。

復
旧
進
ま
ぬ
能
登
半
島

住
民
の
住
み
続
け
る
権
利
保
障
を

　

「
能
登
半
島
地
震
１
年
―
住
み

続
け
る
権
利
・
人
権　

人
間
の
尊

厳
・
自
己
決
定
を
問
う
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
講
演
し
た
井
上
氏
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
「
住
み

続
け
る
権
利
」
を
総
合
的
な
人
権

と
し
て
ず
っ
と
提
唱
し
て
お
り
、

こ
れ
は
「
ど
こ
に
、
誰
と
、
ど
の

よ
う
に
住
む
か
」
を
国
が
保
障
す

る
権
利
で
あ
る
と
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
で
は
い
か
に
能
登
半

島
地
震
後
、
皆
で
復
興
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
か
と
い
う
話
ば

か
り
だ
が
、
９
月
の
水
害
に
よ
る

被
害
も
重
な
り
復
旧
す
ら
進
ん
で

い
な
い
と
紹
介
。
住
み
続
け
る
権

利
が
保
障
さ
れ
て
こ
そ
、
文
化
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
復
旧
は
初

め
て
実
現
さ
れ
る
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
石
川
県
が
震
災
後
発

表
し
た
「
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
」

は
復
旧
が
軽
視
さ
れ
、
被
災
者
・

住
民
の
声
、
参
加
が
欠
落
し
た
計

画
で
あ
る
と
批
判
し
、
現
在
見
直

し
を
訴
え
て
い
る
と
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

・
個
人
補
償
を
求
め
、
署
名
や
集

会
、
中
央
要
請
、
ア
ピ
ー
ル
賛

同
、
国
連
・
社
会
権
規
約
委
員
会

で
の
訴
え
な
ど
、
粘
り
強
い
運
動

を
続
け
、「
個
人
財
産
に
税
金
の

投
入
は
で
き
な
い
」
と
す
る
国
の

姿
勢
を
転
換
さ
せ
た
こ
と
、
し
か

し
、
阪
神
・
淡
路
の
被
災
者
は
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支
給
対

象
外
で
あ
る
こ
と
、
支
給
金
額
・

支
給
範
囲
の
拡
充
等
を
求
め
て
闘

っ
た
結
果
、
数
次
の
改
正
を
実
現

し
て
き
た
こ
と
、
災
害
援
護
資
金

を
貸
し
付
け
で
な
く
給
付
に
す
べ

き
と
求
め
て
き
た
こ
と
、
借
り
上

げ
住
宅
か
ら
の
追
い
出
し
問
題

し
た
畦
布
和
隆
氏
（
復
興
県
民
会

議
代
表
委
員
）
は
、
復
興
県
民
会

議
結
成
の
経
緯
に
つ
い
て
、
地
震

発
生
後
の
大
規
模
な
被
害
を
受
け

て
、
国
や
自
治
体
に
対
す
る
救
援

・
復
興
対
策
の
強
化
を
求
め
る
共

同
闘
争
の
枠
組
み
と
し
て
、
合
志

至
誠
・
兵
庫
県
保
険
医
協
会
理
事

長
や
菊
本
義
治
・
県
立
神
戸
商
科

大
学
教
授
（
肩
書
き
は
い
ず
れ
も

当
時
）
ら
を
代
表
世
話
人
と
し
、

県
内
の
労
働
組
合
や
商
工
団
体
な

ど
の
団
体
が
あ
つ
ま
り
結
成
さ
れ

た
と
振
り
返
っ
た
。

　

そ
し
て
、「
人
間
復
興
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
政
府
に
公
的
支
援

　

協
会
な
ど
で
つ
く
る
阪
神
・
淡

路
大
震
災
救
援
・
復
興
兵
庫
県
民

会
議
（
復
興
県
民
会
議
）
は
１
月

17
日
、
新
長
田
ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
で

「
災
害
被
災
者
の
く
ら
し
再
建
・

人
間
復
興
へ　

住
み
続
け
る
権
利

と
人
権
」
と
題
し
て
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
30
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会

を
開
催
。
約
３
０
０
人
が
集
ま

り
、
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る

と
と
も
に
、
経
験
を
ふ
ま
え
、

「
暮
ら
し
の
再
建
」
を
求
め
る
た

た
か
い
を
、
大
き
く
全
国
に
広
げ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
川
西

敏
雄
参
与
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

減
で
き
る
」
と
地
震
と
地
震
災
害

＝
震
災
は
違
う
と
し
た
上
で
、
地

震
の
起
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明

し
、「
今
後
来
た
る
べ
き
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
災
害
は
、
過
去
の

南
海
ト
ラ
フ
震
災
と
は
根
本
的
に

違
う
」
と
説
明
。

　

地
域
の
自
己
完
結
性
が
崩
壊

し
、
極
端
な
過
密
大
都
市
と
地
方

の
過
疎
が
生
ま
れ
て
い
る
現
代
の

日
本
が
超
広
域
大
震
災
に
遭
う

と
、
救
援
の
人
・
物
資
が
被
災
地

に
行
き
渡
ら
な
い
と
指
摘
。
地
震

対
策
の
根
本
は
、
食
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
仕
事
な
ど
日
々
の
暮
ら
し
が

自
立
し
た
地
域
社
会
の
創
造
で
あ

り
、
真
の
震
災
軽
減
に
は
、
社
会

と
暮
ら
し
方
を
根
本
的
に
振
り
返

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
。

　

特
に
大
量
の
放
射
能
を
放
出
し

広
大
な
地
域
に
被
害
を
及
ぼ
す
原

発
と
、
ま
と
も
な
地
震
対
策
が
検

討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
故
の
際
に

乗
客
救
助
・
復
旧
が
極
め
て
困
難

で
原
発
を
稼
働
さ
せ
る
危
険
を
指

摘
。
原
発
事
故
で
「
想
定
外
」
は

あ
り
得
ず
、
石
橋
氏
の
提
言
に
応

え
、
私
た
ち
は
ど
う
い
う
社
会
を

つ
く
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

　

ア
イ
リ
ー
ン
氏
は
、
２
０
０
７

年
に
中
越
沖
地
震
に
よ
る
柏
崎
刈

羽
原
発
の
事
故
を
受
け
、
石
橋
氏

の
協
力
を
得
て
記
者
会
見
し
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
取
り

上
げ
ず
、
福
島
の
事
故
に
向
か
う

決
定
的
岐
路
と
な
っ
た
と
考
え
て

い
る
と
紹
介
。
今
日
の
石
橋
氏
の

講
演
を
受
け
行
動
を
起
こ
さ
な
い

と
再
び
事
故
が
起
き
る
と
警
告

し
、
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
提

出
を
呼
び
か
け
た
。

能
登
半
島
地
震

医
療
提
供
の
取
り
組
み
紹
介

　

石
川
県
七
尾
市
に
あ
る
ね
が
み

み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
根
上
昌
子

院
長
は
「
能
登
半
島
地
震
か
ら
１

年　

そ
し
て
風
水
害
」
と
題
し
て

報
告
。

　

能
登
地
方
は
元
来
、
医
療
機
関

数
・
医
師
数
と
も
に
全
国
平
均
よ

り
大
幅
に
少
な
い
上
に
、
被
災
し

閉
院
や
休
診
、
診
療
時
間
短
縮
・

変
更
を
し
て
い
る
診
療
所
が
多
数

あ
る
と
し
、
被
災
地
の
住
民
に
医

療
を
届
け
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
な
ど
を
活

用
し
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、
被

災
者
の
栄
養
不
足
や
性
暴
力
被
害

の
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

紹
介
し
た
。

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
ア
ス

ベ
ス
ト
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
協

会
西
宮
・
芦
屋
支
部
世
話
人
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス

ベ
ス
ト
代
表
の
上
田
進
久
先
生
が

報
告
。
当
時
の
映
像
や
報
告
書
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
物
の
解
体

作
業
等
に
よ
り
発
が
ん
性
の
高
い

青
石
綿
や
茶
石
綿
を
含
む
高
濃
度

の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。
そ
し
て
神
戸
市
な
ど
行
政

は
、
誤
っ
た
リ
ス
ク
評
価
を
公
表

し
続
け
て
被
害
対
策
に
は
無
関
心

で
あ
る
と
し
、
被
害
者
の
増
加
が

危
惧
さ
れ
、
早
期
発
見
の
た
め
の

積
極
的
な
肺
が
ん
検
診
受
診
が
不

可
欠
と
強
調
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
展
示
で

各
被
災
地
を
結
ぶ

　

会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
福

島
第
一
原
発
事
故
、
熊
本
地
震
等

各
地
の
被
災
地
で
の
医
療
者
や
住

民
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
を
展
示
。
作
成
者
が
ポ
ス
タ
ー

の
内
容
に
つ
い
て
来
場
者
に
直
接

語
り
、
活
発
な
意
見
交
流
が
行
わ

れ
た
。

　

文
化
企
画
と
し
て
、
劉
揚
氏
が

二
胡
の
演
奏
を
披
露
。「
し
あ
わ

せ
運
べ
る
よ
う
に
」
や
「
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
な
ど
の
曲

を
、
切
な
い
調
べ
で
聞
か
せ
、
最

後
は
手
拍
子
と
共
に
「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

な
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

は
、
賢
明
な
巨
大
地
震

対
策
の
対
極
に
あ
る
と

強
く
批
判
し
た
。

　

石
橋
氏
の
講
演
を
受

け
、
元
京
都
大
学
原
子

炉
実
験
所
助
教
の
小
出

裕
章
氏
と
環
境
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
ア
イ
リ
ー

ン
・
美
緒
子
・
ス
ミ
ス

氏
が
発
言
。

　

小
出
氏
は
莫
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る

地
震
が
頻
発
す
る
日
本

復
興
県
民
会
議　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会

協会／西宮・芦屋支部　阪神・淡路大震災30年の集い

「原発震災」リスク強く警告

「
暮
ら
し
の
再
建
」求
め
、た
た
か
い
続
け
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年

メ
モ
リ
ア
ル
企
画

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
の
節
目
に

協
会
が
開
催
・
協
力
し
た
企
画
（
前
号

既
報
）
に
つ
い
て
詳
報
す
る
。

　

協
会
神
戸
支
部
も
参
加
す
る
震

災
復
興
長
田
の
会
は
「
ひ
と
・
街

・
く
ら
し　

１
・
17
長
田
メ
モ
リ

ア
ル
の
つ
ど
い
」
を
長
田
区
内
で

開
催
、
１
２
５
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
火
災
被
害
が
大
き
く
再

開
発
さ
れ
た
長
田
の
街
を
歩
い
た

後
、
会
場
で
住
民
や
商
店
主
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
発
言
を
聞

き
、
30
年
を
振
り
返
っ
た
。

　

大
正
筋
商
店
街
で
茶
販
売
店
を

営
む
伊
東
正
和
さ
ん
は
、
被
災
後

「
10
年
後
に
は
も
っ
と
に
ぎ
や
か

に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
神
戸
市
か

ら
再
開
発
後
の
店
舗
を
購
入
。
し

か
し
、
現
在
も
多
く
の
店
舗
が
売

れ
残
り
、
値
下
げ
が
さ
れ
る
一
方

で
、
高
い
負
担
で
店
舗
を
購
入
し

今
も
重
い
固
定
資
産
税
等
に
苦
し

む
商
店
主
に
は
何
の
補
助
も
な
い

と
改
善
を
訴
え
た
。

長
田
メ
モ
リ
ア
ル
の
つ
ど
い

長
田
の
ま
ち
の
30
年

住
民
・
商
店
主
か
ら
聞
く
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なぜ皮疹の鑑別は難しいのでしょうか
　内科医にとって皮疹の鑑別は難し
い問題です。系統だった教育を受け
た人は必ずしも多くないせいか、皮
疹を正確な用語で表現するのが難し
いこと、皮疹を表現できても、そこ
から鑑別診断を挙げるのが難しいこ
と、アトラスと照らし合わせて似て
いるか似ていないかを比べるくらい
になりがちかもしれません。松田光
弘先生の『誰も教えてくれなかった
皮疹の診かた・考えかた』（医学書
院 2021）はとてもお薦めの入門書
です。
　これによると、皮疹の表面性状か
ら病変の深さがわかり、病因が推測
できます。表面がザラザラの紅斑で
あれば表皮の病変として、 ①湿疹、
②感染症、③悪性腫瘍、④その他の
炎症性皮膚疾患（炎症性角化症）を
考えます。表面がツルツルの紅斑で
あれば、真皮の病変として、①薬
疹、②感染症、③膠原病（自己免疫
疾患／自己炎症疾患）を考えます。
ただ、皮疹だけ見ていても、原因は
必ずしもわかりません。病因や病態
が異なっても、皮疹を作る生体反応
は同じになり、表現型で区別するこ
とが難しいからです。

「中毒疹」とは
　「中毒疹」という用語がありま

す。英語の教科書にはあまり出てこ
ない表現で、今ひとつどういった病
態なのかがわかりにくいものです。
松田先生の著書によれば、中毒疹と
は、「体外より体内に入った物質、
あるいは生体内で産生された物質に
より誘発される反応性の皮疹」のこ
とだそうです。要は見た目で鑑別で
きない内因性の皮疹をまとめて「中
毒疹」と呼ぶようです。そう、見た
目だけでは鑑別が困難なのです。そ
こで、これらの鑑別のために病歴や
皮膚以外の症状、所見が大事になる
わけで、ここに内科医でも皮疹を伴
う感染症に対応する意義があると思
います。

皮疹の鑑別診断の考え方
　全身性の表面がツルツルした紅斑
を見た時、真皮の病変を考えるので
した。皮疹に限らず、どのような病
態もコモン（頻度が高いもの）とク
リティカル（致死的なもの）から考
えていきます。外来でみる急性の発
疹なら感染症の頻度が圧倒的に高
く、その他薬疹や膠原病によるもの
が頻度は低いながら鑑別に挙がりま
す。入院中に起こる皮疹は、「入院
中に新たに起こる問題は常に医原性
（iatrogenic）から考える」という
原則から、「薬疹」をまず考えたい
です。
　クリティカルな発熱、皮疹の鑑別

大阪大学医学部附属病院　感染制御部　感染症内科 山本　舜悟先生講演

皮疹が出る感染症とその周辺

診断は、“SMARTTT”Killerという
憶え方があります。
１. Sepsis：敗血症
２. Meningococcemia：髄膜炎菌菌
血症
３. Acute endocarditis：急性心内膜
炎（特に黄色ブドウ球菌）
４. Rickettsiosis：リケッチア感染
症（つつが虫病、日本紅斑熱）
５. Toxic shock syndrome：トキシ
ックショック症候群
６. T E N（ T o x i c E p i d e r m a l 
Necrolysis）：中毒性表皮壊死融解
症、その他の重症薬疹
７. Travel related infection：ウイ
ルス性出血熱（エボラ、ラッサ、ク
リミアコンゴなど）
　また、緊急性のある皮疹かどうか
の判断には、以下の項目を確認しま
す。
・ バイタルサインは安定している
か？
・ 粘膜病変（目、口、陰部）はない
か？
・ 表皮剥離（皮膚びらん）はない
か？
・最近の海外渡航歴は？
　どれか一つでも異常があれば、要
注意です。

症例から見る皮疹が出る感染症
　次に、各論的に見ていきましょ
う。
　りんご病はパルボウイルスB19が
起こす感染症です。免疫正常者で
は、25％が無症候性とされます。成
人ではレース状皮疹が典型的です
が、関節痛を伴うことがあります。
リウマトイド因子や抗核抗体が陽
性、補体が低下することがあるた
め、関節リウマチやSLEの初発と間
違えられることがあります。このフ
ェーズは免疫反応によるものが主
で、ウイルス血症は軽快していて、
感染性はないと考えられます。ウイ
ルス血症の時期に起こり得る発熱を
伴 う 病 態 に、papular-purpuric 
“ gloves-and-socks” syndrome
（PPGSS）があります。手袋、靴下
の領域に非血小板減少性紫斑が出現
し、口腔内病変を伴いやすいのが特
徴です。１～３週間で軽快すること

が普通です。パルボウイルスB19感
染症を疑ったら、「最近、近くにり
んご病のお子さんがいませんでした
か？」など確認することが大切で
す。一般の方でも「りんご病」の病
名はよく知られているようで、結構
な割合で、曝露歴を確認することが
できます。パルボウイルスB19の
IgM抗体は、以前は妊婦のみ保険適
用でしたが、2018年春から15歳以上
の成人に適用になりました。
　輸入症例を中心に、時々、麻疹患
者さんの発生がニュースになりま
す。麻疹の潜伏期間は平均14日間
（７～21日間）で、感染性を有する
期間は発疹出現４日前から出現後４
日間までとされます。カタル期に
は、咳嗽、鼻汁、結膜炎の三つ（３
C） Cough、Coryza（ 鼻 風 邪 ）、
Conjunctivitisを伴います。発疹はカ
タル症状が２～３日続いた後、12～
24時間解熱後に発熱と同時に出現す
るのが典型的です。顔面、耳の後ろ
から始まり、体幹、四肢へ広がりま
す。皮疹のない前駆期に医療機関を
受診すると、風邪と区別がつかない
ため、風邪だと思って投薬され、そ
の後、皮疹が出現すると、薬疹か
も？と誤診されかねません。昔は薬
疹の表現として、麻疹様皮疹という
言葉が用いられましたが、現在は頻
度が逆転しているので、薬疹かな？
と思ったら麻疹や風疹の可能性を少
し頭の片隅に思い浮かべるとよいか
もしれません。

　その他、講演では風疹や日本紅斑
熱、つつがむし病、Capnocytophaga 
canimorsus菌血症、帯状疱疹、播種
性帯状疱疹、梅毒、手足口病、薬剤
性過敏症症候群（DIHS）、スティー
ブンス－ジョンソン症候群／中毒性
表皮壊死症、急性汎発性発疹性膿疱
症（AGEP）などの診断について概
説しました。本紙面上では語り尽く
せないことがありますので、もう少
し学びたい方は拙著『かぜ診療マニ
ュアル　第３版』（日本医事新報
社）をご参照ください。
（2024年10月19日、第614回診療内
容向上研究会より）

もっと便利な貯蓄型保険

※サイバー保険もお問い合わせください！

〈次回受付は４月１日開始〉

最高2000万円保障を格安の保険料で

最高1億2000万円保障

加入者数5万1千人、
積立金総額1兆3千億円

〈休業保障制度は４月１日受付開始〉
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あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害に

介護保険Sasa*L誕生！
ササエル

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD
　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）・特別研究会・臨床医学講座、薬科
部研究会などの講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
ご注文は、☎078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わせください。

年 日程 種別 テーマ 講師
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８月３日 薬科部研究会 HPVワクチン接種後の多彩な症状
の理解

関西医科大学総合医療センター
・小児科教授　石﨑優子先生

８月24日 第612回診内研 乾癬の鑑別と治療法 佐野皮膚科（西宮市）佐野栄紀
先生

９月21日 第613回診内研 地域で担う誤嚥性肺炎診療 ガイズ病院（イギリス）吉松由
貴先生

10月19日 第614回診内研 内科医のための
皮疹が出る感染症とその周辺

大阪大学医学部附属病院　感染
制御部　感染症内科　山本舜悟
先生


